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This research material introduction is a report based on implementation of the original investigation about the tray 
table writing in ink unearthed from Yanaginogosyo court remains of the world’s cultural and natural heritage “Hiraizumi” 
related legacy. A drawing tray table where the degree of 1990 was found in research excavation the 28th was estimated 
by an annual ring dating way at +x year in 1158. Comment with the third quarter in the 12th century is strong by 
comparative identification the age based on the annual style volume of the pottery. Oshu Fujiwara is the valuable 
character historical sources all one of the bases which regard 3 generations of Yanaginogosyo court remains as Hiraizumi 
house in case of Hidehira’s active period will be.
It was possible to find new fact investigating and analyzing field historical sources actually once more about the tray 
table writing in ink which are such valuable unearthing relics, and correcting the former way to read, and as a result of 
further considering the contents of writing in ink. So the order which will be reported with a private view here.
Or the title made “the people salary silk diary” in the past was revised with “the bestowal salary silk diary”, and it was 
stated while aiming at placing on the status of Hidehira’s legitimate son and Yasuhira about the formation longitude and 
latitude of this diary, its meaning and the ceremonious significance of the attire bestowed in particular.
Further, the class “cultural asset outline” and “paleography outline” “paleography itemized discussion” of which a 
writer takes charge in the science “paleography training” are the special subject concerned with unit taking for curator 
qualification acquisition. This report is the material introduction which reread tray table writing in ink of Yanaginogosyo 
court remains unearthing, but when telling the importance of the cultural asset and the ancient document, I think it 










































































横 天部端	 29.8 中央部（奥中央部の木釘穴下）	 30.1 地部端	 29.5



























































































箇所（符号） 入間田（1991年） 岡田（2017年） 私　　見
① ａ 人々 人々 くハし
② ｂ □（染） 一 一
③ ｃ 綾 結 結一
④ ｄ 綾 結 結
⑤ ｅ □（綾カ） □ 結
⑥	 ｅ 綾　□□ 結　□□ 　「エ一」の右に■■（見消ち）
⑦ ｆ □□ □ ■（カ）
⑧ ｈ □（太）郎 太郎 太郎
⑨ ｉ □ 四郎 四郎
⑩ ｉ □（カ） □ カ
⑪ ｊ □ □五 藤五
⑫ ｊ □□ ［　　］ ■■（目結）
⑬ ｍ 埼（カ） 埼 埼
〔註記：■の符号は、判読の困難な文字を意味している〕
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Tohoku Fukushi University Serizawa Keisuke Art and Craft Museum Annual Report  Vol.10（2018）
17、1997年）では、読みについて、「給絹」「四郎太郎殿」
「橘藤四郎」「橘口五」「石埼」「石川三郎殿　赤根一」「石
川太郎殿　紺大目綾一」の補訂を加えられた。また、同
氏『都市平泉の遺産』（山川出版社、2003年、18頁）で
は、「綾」ではなく「結」に修正されている。その外、近
年の関連著作類では、「大目結」と読まれている。また、
同書では、艶やかな装束を着した秀衡の身内は、嘉応2年
（1170）５月、従五位下鎮守府将軍の就任を祝う盛大な儀
式へ参列した、とする仮説を述べられている（23頁）。こ
の点は、下記の大石氏の論考でも「想像」されていた。
（12）	 大石直正氏「平泉館と柳之御所跡」（『月刊歴史手帳』19
巻7号、1991年、のち同氏『奥州中世雑考』<笹氣出版
印刷株式会社、2001年>所収）、同「奥州藤原氏研究と柳
之御所」（平泉文化研究所編『奥州藤原氏と柳之御所』吉
川弘文館、1992年）、同著『奥州藤原氏の時代』吉川弘文館、
2001年。なお、同著で紹介された折敷墨書の釈文では、
まだ「大目結」を「大目綾」と読まれている。
（13）	 前掲註（6）岡氏論考66頁
（14）	 前掲註（12）
（15）	 前掲註（7）斉藤論著253頁。なお前掲註（6）岡氏の論
考では、「大夫」は神官の呼称として、宗教者を想定され
ている（67頁）。名字がなく殿書されていることから、藤
原氏一族の可能性もあるだろう。
（16）	 ただし、これらの件数はあくまでも目安で、『玉葉』のよ
うに精査が必要であり、「下賜」の実数とはいえない。また、
「下賜」の読みも、「くだしたまう」と「かし」との訓読・
音読の別があり、判然できない場合もある。
（17）	 國學院大學久我家文書編纂委員会『久我家文書』（第1巻）
所収の池大納言領相伝文書案（五）（34頁、二八）
（18）	 前掲註（４）
（19）	「折敷墨書の服飾について」（平泉文化研究所編『日本史の
中の柳之御所跡』吉川弘文館、1993年）
（20）	 近藤好和氏『装束の日本史』（平凡社新書、2007年）に
よれば、狩衣の「色や文様もまったくの自由であった。そ
のため、色々な種類の装束のなかで狩衣が一番派手になる
ことがあった。」（166頁）と指摘されている。とすれば、
直垂とともに、武家の礼装となった狩衣は、京都の軍事貴
族の流行に影響をうけた地方武士の趣向にかない、重用さ
れたと理解することができるだろう。
（21）	 東京大学史料編纂所の鎌倉遺文データベースで「茜染」を
検索すると、次の通りである。巻と頁数を表示しておく。
2巻－362頁、6巻－315頁、16巻－134頁、33巻－163頁、
46巻－170頁。なお、「式目追加条々」（鎌倉遺文12巻－
55頁、8628号）に見える「美絹」過差禁止令は注意して
おきたい。
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